
コーチング研修

プログラム例

第１章 なぜ今、コーチングが求められるのか

第２章 コーチングのポイント❶

～「何を知る必要があるか」を理解する～

部下の能力を知る 「何が得意？」

部下の欲求を知る 「何をやりたい？」

部下の価値観を知る 「何に価値を感じる？」

第３章 コーチングのポイント➋

～「どうやって知るのか」を理解する～

傾聴の６ステップ

ワーク／傾聴体験・ロールプレイング

第４章 コーチングのポイント❸

～「どうやって導くか」を理解する〜

承認欲求と内発的動機付け

褒め方・叱り方のポイント

褒め方ケーススタディ／努力して成果を上げた部下をどう褒めるか

叱り方ケーススタディ／不注意でミスをした部下をどう叱るか

「部下をよく知り、一人ひとりに合わせた方法で導く」コミュニケーション手法を学ぶ

本研修の概要

受講対象・人数

部下を目標達成へ導くため、自発的な行動を促すコミュニケーション

手法である「コーチング」について学ぶ管理職向け研修です。多様な

人材のマネジメント、生産性向上、イノベーション創出など、現代の

リーダーには様々なことが求めらます。これらの要求に応えるには、

部下と信頼関係を築き、彼らの能力を最大限に引き出すことが不可欠

です。そして、そのための有効な手段として、コーチングは大いに活

用できます。本研修では、「部下をよく知り、一人ひとりに合わせた

方法で導くこと」を軸に定め、多彩な講義・ワーク・ケーススタディ

を通じて、コーチングの基礎知識と実践手法を学んでいきます。

※傾聴研修、面談力向上研修としても実施可能です。

経営幹部層、管理職層

※最大で30名程度

７時間～１４時間 ※１日版・２日版あり

所要時間
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コンテンツイメージ 受講者の声

コーチング研修

「部下をよく知り、一人ひとりに合わせた方法で導く」コミュニケーション手法を学ぶ

モチベーションリソース４タイプ（組織型・仕事型・職場

型・生活型）を学べたのは非常に良かったです。これを活

用すれば、自分のタイプはもちろん、メンバーのタイプも

知ることができるので、今後のマネジメントやコミュニ

ケーションに活かせると感じました。職場に戻り、ぜひ実

践してみたいと思います。

講義やワークも良かったですが、講師の方が私たちの悩み

や困り事に対して、的確かつ具体的に回答・アドバイスし

てくださったことが印象的でした。研修で学んだことを実

務にどう落とし込むかが難しいところですので、あのよう

な対応をしていただけるのは、とても助かります。

これまで、叱ることはできるけれど、褒めることは苦手だ

と感じていました。しかし、この研修を受講して、褒め方

だけではなく、自分の叱り方も決して良いものではなかっ

たことに気がつきました。今後は、叱るにしても、褒める

にしても、「自発的な行動をつなげること」を常に意識し

て、よく考えながら対応していきたいと思います。

「部下を導くためには、まず部下のことをよく知ること」。

言われてみれば当たり前のように感じますが、これまでは

疎かになっていたように思います。今回の研修で、何を知

るべきかもよくわかりましたので、一度面談の機会を設け、

じっくり話を聞いてみたいと思います。
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